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河村 正二 (充京大 ･理)
免疫グロブ1)ソCa退伝子は,霊長規の進化の
過程で退伝子盃攻を生 じた｡ ヒ T.チンパン
ジー,ゴリラ,テナガザルはゲノム中に2つのC.
退伝子をもつのに対し.オランウータンは旧世界
ザルと同様に1つである｡退伝子正視によるC.
遺伝子の進化過程を明らかにするために.チンパ
ンジー.ゴリア,テナガザルの2つのC｡退伝子
とオランウータン,カニクイザルのCαの塩基配
列を決定しヒトの2つのCα退伝子を含めて相互
に比較した｡
カニクイザルを比較対象にした相対速度テスト
により,ヒト上科のCα退伝子の間に進化速度の
差はないことがわかった｡そこでUPGMA法で退
伝子系統樹を作制した｡それはテナガザルとゴリ
ラでは独立に遺伝子重複が生じたことを示してい
た｡ヒトとチンパンジーとゴリラはCα1特異的
及びCα2特異的.な構造をヒンジ領域において共
有しているため,ゴリラにおける独立な退伝子重
複は考えにくい｡そこで退伝子変換による韮複遺
伝子問の相同性の増加を検討した｡
重役退伝子間の相只座位の分布は,ヒト,チン
パンジー,ゴリラ,テナガザルとも不均一でこれ
ら4位とも退伝子変換を受けていることを示して
いた｡テナガザルを含むヒト上科の共通祖先で遺
伝子盃攻が生じ,オランウータンで1遺伝子が欠
失したと仮定して最大節約法により座位毎に塩基
置換を次のうように分類した｡a)平行置換 :1
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